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今年度要求のポイント

関連事業

事 業 名 ソーシャルビジネス支援事業

1,500

0

ソーシャルビジネスシンポジウム開催負担金

事 業 費

超高齢社会において必要となる衣食住や余暇活動、介護など生活全般に
わたるサービスの提供などを中心に、社会的課題をビジネス的手法で解
決するソーシャルビジネスについて、本市の現状把握を行うとともに、
先進事例調査を踏まえてガイドラインの作成を行う。

・ガイドラインの作成を受け、ソーシャルビジネ
スの推進に資するよう、事業の再構築を図
る。

【今後（27年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計 14,1260

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額項目

本市の現状や支援メニューを調査し、ソーシャルビジネスを始めようとする方へ
の支援ツールとしてのソーシャルビジネスガイドラインを作成することを通し
て、ソーシャルビジネスの普及啓発につなげていく。

25年度予算

主な要求内容 （単位：千円）

ソーシャルビジネスガイドライン作成業務等

その他

14,12600

12,626

内容・積算等

・緊急雇用（起業支援型地域雇用創造事
業）により事例調査、ガイドラインの作成開
始（予定）
・関西大学との地域連携事業でソーシャル
ビジネス研究会の開催（H24～）

・緊急雇用（起業支援型地域雇用創造事
業）による事例調査、ガイドラインの作成
・ソーシャルビジネスシンポジウムの開催
・関西大学との地域連携事業でソーシャル
ビジネス研究会の開催（H24～）

【経過（～25年度）】 【26年度】

１．ソーシャルビジネスガイドラインの作成
（１）ソーシャルビジネスに関する事例調査
　①市内でソーシャルビジネスを行っている団体調査
　②市外のソーシャルビジネス先進事例調査
　③ソーシャルビジネスに関心のある事業者等へのヒアリング　など
（２）ソーシャルビジネスガイドラインの作成
　①ガイドラインを作成している先進事例調査
　②市内でソーシャルビジネスに関係する機関等を対象に支援内容調査
　③段階ごとの支援メニューの整理
　④ソーシャルビジネスガイドラインの作成
２．ソーシャルビジネスシンポジウムの開催
　幅広い関係者に対してソーシャルビジネスについて理解を深めてもらうことを
目的にシンポジウムの開催を行う。
　時期：ガイドラインの作成修了後。

事業目的

事業内容

整理番号 11 - 015

事業期間 H　～　H

平成24年度決算額

0

2 局・課名 健康福祉局・超高齢化担当
マスタープラン
３つの挑戦

子育て
マスタープラン

施策番号
1

区分
重点
－

(単位　千円)


